
３　学期 ３　学期

音読しよう
読んで考えたことを発表し
よう

物語の感想をまとめよう
民話や物語の組み立てを
考えよう

物語を読んでしょうかいし
よう

音読劇をしよう
物語を読んでしょうかいし
よう

読んで考えたことを話し合
おう

物語を読んで，感想文を
書こう

作品のひみつをさぐろう

「きつつきの商売」 「海をかっとばせ」 「ちいちゃんのかげおくり」 「三年とうげ」 「モチモチの木」 「白いぼうし」 「一つの花」 「ごんぎつね」 「三つのお願い」 「初雪のふる日」

場面の様子やその違いに注
意しながら音読を工夫し，発
表することができる。

場面の移り変わりに注意し
ながら，登場人物の性格や
気持ちの変化，情景などに
ついて，叙述をもとに想像し
て読むことができる。

場面の移り変わりに注意しながら
読み，人物の行動，情景，会話な
どの表現に着目して読むことがで
きる。

場面がどのように組み立て
られているのかを考え，登場
人物の気持ちを推測しなが
ら読むことができる。

場面の移り変わりや登場人
物の人柄や気持ちの変化
に注意しながら読むことがで
きる。

場面の移り変わりに注意し
ながら，登場人物の性格や
気もち，情景などについて
読む。

場面の移り変わりに注意し
ながら，登場人物の気持ち
の変化，情景などについ
て，叙述をもとに想像して読
むことができる。

場面の移り変わりに注意し
ながら，登場人物の性格や
気もちの変化，情景などに
ついて，上述をもとに想像し
て読むことができる。

登場人物の性格や気持ちの
変化，情景などについて，叙
述をもとに想像して読むこと
ができる。

場面の移り変わりに注意し
ながら，登場人物の気持ち
の変化や情景を読み取るこ
とができる。

「きつつきの商売」の音読劇
をしよう

読んで考えたことを発表し
合おう

物語の感想を発表し合おう
「三年とうげ」の音読発表会
をしよう

物語を読んで紹介し合おう 音読劇に表す
「平和」をテーマにした本を
紹介し合う

読んで考えたことをまとめ，
話し合う
（「ごん日記」を書く）

読んで考えたことを感想文に
書く

作品のひみつをもとに紹介
文を書く

相手学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなに 学級のみんなと 学級のみんなに 学級のみんなと

目的
場面の様子や登場人物の
様子がわかるように

人物の会話や行動，気持ち
がわかるように

場面のうつりかわりの様子や登場
人物の様子がわかるように

場面の様子や登場人物の
様子がわかるように

本を紹介するために
人物の気持ち性格を音読で
伝えるために

自分の感じ方・考え方を伝
えるために

感想を友だちと交流して読
みを深めるために

自分の感じたことを伝えるた
めに

作品のひみつをさぐるため
に

場面音読劇発表会で 感想発表会で 感想発表会で 音読発表会で 物語発表会で 音読劇発表会で
単元末での感想交流の場
で

単元末での感想交流の場
で

単元末での感想交流の場で
単元末での紹介文交流の
場で

方法
場面の様子を想像したり，
読みとったことを生かして音
読劇を行い

条件に合わせて文を書き，
それを読み取って感想を述
べ合い

場面の移り変わりをとらえた感想文
を書いて

場面の様子を想像したり，
読みとったことを生かして，

他の作品と読み比べて，登
場人物や場面の違いに気
付き

表現の工夫に着目して情景
を読むとともに，行動や会話
から

教材文の他に「平和」をテー
マにした本を読んで

きつねが登場する物語を読
んで，「ごんぎつね」と比較し
て

「三つのお願い」を読んでの
感想文を書き、感想を交流し
て

同じ作者の他の作品を読
み，読んだ作品についての
感想と，それが生まれた作
品の秘密を考え

評価
場面の様子やその違いに注
意しながら音読を工夫し，発
表することができたか

条件に合わせて文を書いて
発表しているか

場面の移り変わりをとらえて感想を
まとめて発表しているか

登場人物の気持ちを推測し
ながら音読しているか

場面の様子や登場人物の
様子がわかるように紹介して
いるか

人物の気持ち性格が表れる
ように読み方を考えて音読
しているか

書き手の考えや感想につい
て意見を述べているか

友達の発表と自分の考えと
を関わらせながら聞き，発言
しているか

登場人物の性格や気持ちの
変化，情景などについての
感想を伝えているか

登場人物の気持ちの変化
や情景などの感想とその作
品の秘密を書いているか

意味段落２ 意味段落５ 意味段落５ 意味段落５ 意味段落５ 意味段落4 意味段落3 意味段落6 意味段落5 意味段落8

物語の設定，出来ごと①→
出来ごと②

はじめ→中→終わり はじめ→中→終わり
はじまり→出来ごとが起こる
→出来事が変化する→結び
（起承転結）

はじめ→中→終わり
４つの場面で構成されてい
る

戦争中と「十年後」の戦争後
の場面で構成されている

1～4段落は主人公のごんの
視点から，5段落は兵十の
視点から書かれている

「初め―中―おわり」の構成
で書かれている

リズムや語感を生み出す表
現が用いられている

読
む
こ
と

○音読の工夫（繰り返しやリ
ズム）
○場面の様子
場面の様子やその違いに注
意しながら音読を工夫する
ことができる

○文章を読んで感じたことを
発表し合い，一人一人の感
じ方について違いがあること
に気づくことができる

○場面の移り変わりに注意し，そ
れぞれの場面の様子を想像しなが
ら読むことができる

○音読の工夫
　　（繰り返しやリズム）
○場面の様子
場面がどのように組み立て
られているのかを考え，登場
人物の気持ちを推測しなが
ら読むことができる

○会話や心情表現，行動を
表す文などから人柄が分か
ることを知り，着目して読む
ことができる

○場面ごとの人物の様子
○物語の組み立てや表現
のとくちょう
○物語の設定

○人物の性格や気持ちの
変化，情景

○会話文や行為から分かる
人物の気持ち

○場面の様子を表す言葉
や表現

用
語

登場人物，場面 筆者 場面の移り変わり 民話 会話文・地の文，語り手 強弱，速さ，声の調子，間
しょうかい，とくべつな言葉，
気もちの変化

登場人物の行動，気持ちの
変化

感想文，時・場所，登場人
物，出来事，結末，書く手
順，初め―中―終わり

情景　登場人物

「ふきのとう」２年上
「白いぼうし」４年上

「スイミー」２年上
「わたしはおねえさん」２年
下
「ごんぎつね」４年下
「三つのお願い」４年下

「スイミー」２年上
「わたしはおねえさん」２年下
「三つのお願い」４年下

「お話のさくしゃになろう」２
年下
「一つの花」４年下

「スーホ―の白い馬」２年下
「一つの花」４年下

「きつつきの商売」3年上
「一つの花」4年上
「大造じいさんとガン」５年

「モチモチの木」3年下
「白いぼうし」4年上
「ごんぎつね」4年下
「百年後のふるさとを守る」5
年

「ちいちゃんのかげおくり」3
年下
「モチモチの木」3年下
「一つの花」4年上
「大造じいさんとガン」5年

「ちいちゃんのかげおくり」3
年下
「ごんぎつね」4年下
「のどがかわいた」5年

「モチモチの木」3年下
「三つのお願い」4年下
「わらぐつの中の神様」5年

登場人物のいる場所や細か
な動き，場面の様子の変化

人物 場面の移り変わり 民話の組み立て，起承転結 登場人物，会話文と地の文 色やにおいにかかわる言葉 「一つの花」 「つぐない」 「三つのお願い」
リズムや語感を生み出す表
現

その場面にふさわしい読み
方を考え，説明することがで
きる。

登場人物の性格や気持ち
の変化，情景などについ
て，叙述をもとに想像して読
み，考えたことを説明するこ
とができる。

場面の移り変わりや人物の行動や
会話などから自分が考えたこと，そ
の理由を説明できる。

民話らしい楽しいい回しに
気づき，どんな読み方をす
ればいいのかを考え，説明
することができる。

場面ごとの登場人物の行動
や会話などから自分が考え
たこと，その理由を説明でき
る。

登場人物の気持ちや性格
について読み取り，説明す
る。

特別な意味を込めている言
葉についての考えを，叙述
をもとに説明する。

登場人物の気持ちの変化
について読み取り，説明す
る。

感想を一文で表し，その感
想を引き出した叙述と体験を
もとに感想について説明す
る。

読後感がどこから来るのか
を，言葉どうしのひびき合
い，言葉と経験のひびきあ
いをもとに説明する。

学習材
２年「ふきのとう」
場面の様子やその違いに注意し、
場面の様子が伝わるように音読を
工夫する。

学習材
２年「お手紙」
叙述をもとに登場人物の性格を想
像しながら読む。

学習材
３年「きつつきの商売」
まわりの様子が伝わるように、登場
人物の人柄や気持ちが伝わるよう
に読み方を工夫する。

「うさぎのなぞなぞ屋」「きつ
ねのまいもん屋「「つるばら
村のパン屋さん」「ともだち
や」の並行読書をする

「むぎわらぼうし」「ゆずちゃ
ん」「おかあさんおげんきで
すか」「ふしぎなともだち」の
並行読書をする

「えんぴつびな」「おかあさんの木」
「かわいそうなぞう」の並行読書を
する

「八郎」「花さき山」「三コ」
「ふき」「半月村」「かみなり
むすめ」の並行読書をする

「オズの魔法使い」「くもりガ
ラスのむこうには」「なきむし
おにごっこ」「菜緒のふしぎ
物語」の並行読書をする

「紙びな」「まちんと」「せかい
のひとびと」「すみれ島」「彼
岸花はきつねのかんざし」の
並行読書をする

「きつねの窓」「手ぶくろを買
いに」「キツネのホイッティ」
「雪わたり」の並行読書をす
る

「雪窓」「白樺のテーブル」
「ねこじゃらしの野原」「花の
におう町」「花豆の煮えるま
で」の並行読書をする

単元まるごと
活用
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珠洲市立飯田小学校　　　　

その他

筋道を立てて
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単元を貫く
言語活動

段落

文章構成

学
ば
せ
た
い
こ
と

関連教材

意識させる
キーワード

３　　　年 ４　　　年

1　学期 ２　学期 １　学期 ２　学期


